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岡
松
甕
谷
の
こ
と

町
　
田
　
三
　
郎

［

　
甕
谷
岡
松
辰
の
名
を
知
る
人
は
い
ま
や
少
な
い
。
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
、
か
れ
は
帆
足
一
門
を
代
表
す
る
俊
才
と
し
て
、
ま

た
木
下
韓
村
門
下
の
「
三
才
子
」
と
し
て
聞
こ
え
、
あ
る
い
は
東
都
に
文
才
を
謳
わ
れ
時
に
反
骨
の
老
荘
の
徒
、
東
洋
倫
理
の
鼓
吹
者
教

育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
つ
ね
に
時
代
の
一
面
を
代
表
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
生
涯
を
通
観
す
れ
ば
、
幕
末
維
新
の
変

革
期
に
人
よ
り
早
く
開
明
さ
れ
た
か
れ
の
魂
は
、
か
え
っ
て
庸
俗
の
足
の
遅
さ
と
時
代
に
迎
合
す
る
精
神
の
低
俗
さ
に
、
我
慢
が
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
ゆ
え
に
ご
と
ご
と
に
時
代
と
喰
い
違
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
数
少
い
同
志
と
孤
独
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
　
レ

た
。
こ
こ
に
か
れ
の
誇
り
も
不
幸
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
甕
谷
の
名
は
し
ば
ら
く
は
奇
骨
の
人
と
し
て
人
々
の
耳
目
に
止
ま
っ
た
が
、
や
　
　
4

が
て
世
間
は
こ
の
不
遇
な
才
子
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
甕
谷
の
年
譜
行
状
に
関
し
て
は
、
参
太
郎
・
匡
四
郎
の
二
人
の
子
息
が
比
較
的
精
し
い
も
の
を
残
し
て
い
る
（
－
）
。
こ
れ
に
よ
り
な
が

ら
そ
の
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
を
次
に
摘
録
し
て
お
こ
う
。
（
（
）
内
は
筆
者
の
挿
入
）

文
政
三
（
．
一
八
二
〇
）
年
　
正
月
十
四
日
、
豊
後
国
大
分
郡
高
田
郷
に
生
ま
る
。
名
は
辰
、
字
は
君
盈
、
号
は
音
量
。
姓
岡
松
氏
。
世
々
高

　
　
田
に
住
む
。
高
田
は
熊
本
藩
の
属
邑
。
高
祖
の
勝
、
宝
暦
享
和
の
際
、
識
抜
さ
れ
て
高
田
郷
長
と
な
る
。
子
孫
そ
の
職
を
つ
ぐ
。
父

　
　
名
は
眞
友
、
数
右
衛
門
と
称
す
。
母
奈
須
氏
。

天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
十
七
歳
　
始
め
て
帆
足
万
里
の
門
に
入
る
。
こ
の
年
父
佐
賀
関
郷
長
に
転
ず
。
（
こ
れ
よ
り
以
前
熊
本
藩
校
に

　
　
入
学
を
志
す
も
許
さ
れ
ず
）

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
　
十
九
歳
　
四
月
三
三
、
十
二
月
父
残
。



弘
化
四

嘉
永
四

嘉
永
五

安
政
元

安
政
二

安
政
三

安
政
四

文
久
三

慶
応
三

明
治
二

明
治
三

明
治
四

明
治
六

明
治
九

三
三
十

明
治
十
五

明
治
十
七

明
治
十
八

明
治
十
九

（
一

ｪ
四
七
）
年

（
一

ｪ
五
一
）
年

（
一

ｪ
五
二
）
年

（
一

ｪ
五
四
）
年

（
一
八
五
五
）
年

（
一
八
五
六
）
年

（
一

ｪ
五
七
）
年

（
一

ｪ
六
三
）
年

（
一

ｪ
六
七
）
年

（
一

ｪ
六
九
）
年

（
一

ｪ
七
〇
）
年

（
一
八
七
一
）
年

（
一
八
七
三
）
年

（
一

ｪ
七
六
）
年

（
一

ｪ
七
七
）
年

（
一

ｪ
八
二
）
年

（
一
八
八
四
）
年

（
一

ｪ
八
五
）
年

（
一

ｪ
八
六
）
年

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年

二
十
八
歳

三
十
二
歳

三
十
三
歳

三
十
五
歳

三
十
六
歳

三
十
七
歳

三
十
八
歳

四
十
四
歳

四
十
八
歳

五
十
歳

五
十
一
歳

五
十
二
歳

五
十
四
歳

五
十
七
歳

五
十
八
歳

六
十
三
歳

六
十
五
歳

六
十
六
歳

六
十
七
歳

七
十
歳

七
十
五
歳

夏
帆
足
先
生
に
従
い
京
師
に
游
ぶ
。
冬
更
に
江
戸
に
游
ぶ
。

秋
帆
足
先
生
母
疾
、
十
二
月
西
掩
よ
り
日
出
に
遷
る
。

六
月
帆
足
先
生
残
。
半
国
学
生
員
に
補
せ
ら
る
。

纏
錘
侍
講
と
な
る
。

獄
曹
橡
と
な
り
、
つ
い
で
詮
曹
に
遷
る
。

江
戸
に
祇
役
す
。
羽
倉
簡
堂
・
安
井
息
軒
諸
儒
と
交
わ
る
。

江
戸
よ
り
鯖
り
、
北
野
氏
を
嬰
る
（
木
下
緯
村
の
姪
）
。

家
を
熊
本
壼
井
川
の
ほ
と
り
に
購
う
。
竹
寒
沙
蚕
書
屋
と
称
す
。

致
仕
。

大
学
少
博
士
と
な
る
。
頼
支
峰
・
川
田
藤
江
・
芳
野
金
陵
・
重
野
成
斎
ら
と
交
遊
す
。

大
学
少
博
士
を
罷
む
。
詰
め
て
太
政
官
権
少
史
に
任
ぜ
ら
る
る
も
固
辞
し
て
就
か
ず
。
高
田
　
　
ト

に
還
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺

延
岡
に
遊
ぶ
。
参
太
郎
生
る
。

延
岡
よ
り
熊
本
に
も
ど
り
、
復
び
竹
寒
賢
母
の
旧
辞
に
入
る
。

居
を
東
京
に
移
す
。
匡
四
郎
生
る
。
紹
成
書
院
を
創
設
す
。

西
南
の
役
起
り
、
竹
寒
沙
碧
荘
焼
失
。

文
部
省
御
用
掛
り
兼
東
京
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
。
九
月
東
京
大
学
予
備
門
教
授
を
兼
ぬ
。

東
京
大
学
御
用
掛
り
に
転
ず
。

東
京
大
学
予
備
門
教
授
を
罷
む
。

東
京
大
学
御
用
掛
り
並
び
に
東
京
大
学
文
学
部
教
授
を
罷
む
。

東
京
学
士
会
員
と
な
る
。

華
族
女
学
校
講
師
と
な
る
。



明
治
二
十
八
年
（
一
八
五
九
）
年
七
十
六
歳
二
月
十
八
日
、
築
地
に
て
残
。

　
こ
の
年
譜
を
補
う
も
の
に
黒
谷
七
十
二
歳
明
治
二
十
四
年
の
「
自
書
序
」
が
あ
り
、
自
ら
生
涯
を
こ
う
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

　
　
（
余
）
三
十
四
五
、
学
業
に
従
事
し
、
朝
に
旨
し
夕
に
塩
、
吃
々
と
し
て
夜
以
て
日
に
継
ぐ
。

　
　
若
干
褐
を
肥
藩
に
掌
る
。
職
は
吏
曹
に
在
り
。
常
に
簿
領
の
間
に
泪
没
し
、
或
い
は
四
方
に
奉
署
し
、
道
塗
往
来
、
逞
々
乎
と
し
て

　
・
未
だ
以
て
己
れ
に
適
す
る
こ
と
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
王
室
中
興
す
る
に
及
び
、
嘗
て
一
た
び
大
学
少
博
士
を
法
言
す
。
居
る
こ
と
歳
余
、
遽
に
し
て
罷
馳
を
賜
う
。
余
乃
ち
意
を
進
取
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら

　
　
絶
ち
、
西
蔵
す
る
に
詫
び
、
冷
害
に
屏
属
し
て
教
授
自
ら
給
す
。
措
く
し
て
又
以
て
意
を
県
有
司
に
失
し
、
遂
に
復
た
家
を
携
え
て

　
　
都
に
入
る
。

　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
ロ
ッ
パ

　
　
属
た
ま
法
制
を
革
溶
し
、
政
を
敷
き
治
を
為
す
所
以
の
も
の
、
率
ね
則
を
欧
羅
巴
に
取
る
。
六
経
四
子
、
之
を
高
閣
に
束
ね
、
後
生

　
　
の
小
子
に
至
り
て
は
或
は
そ
の
名
を
挙
ぐ
る
こ
と
能
わ
ず
。
蓋
し
余
の
少
き
と
き
、
亦
た
嘗
て
西
人
の
言
を
修
め
、
そ
の
藩
に
遊
ぶ
　
　
餅

　
　
を
得
た
り
。
天
下
を
挙
げ
て
駿
々
乎
と
し
て
且
に
華
を
棄
て
夷
に
之
か
ん
と
す
る
を
見
る
に
方
り
て
、
薪
を
抱
き
て
以
て
焚
焼
の
勢
　
　
辺

　
　
い
を
浮
く
る
に
忍
び
ず
、
遂
に
口
を
絶
ち
て
復
た
日
月
五
星
の
運
、
風
雨
気
早
の
説
を
道
わ
ず
。
以
て
隅
々
に
至
り
、
世
の
措
紳
先

　
　
生
と
背
馳
す
。
回
れ
に
よ
り
交
遊
鮮
少
に
し
て
家
道
益
々
屈
せ
り
…
…
。
（
原
漢
文
）

　
「
伝
記
」
と
し
て
は
、
『
高
田
村
志
』
『
帆
足
万
里
先
生
門
下
小
伝
』
及
び
『
甕
谷
遺
稿
』
巻
尾
に
あ
る
関
口
隆
正
の
「
文
芸
先
生
行
状
」

な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
簡
要
な
も
の
は
『
帆
足
万
里
先
生
門
下
小
伝
』
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
お
お
か
た
以
上
の
こ
と
を
解
り
易
く
次
の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
大
分
郡
高
田
村
の
人
。
同
村
里
謡
岡
松
宰
助
の
第
二
子
。
初
め
熊
本
藩
時
習
館
に
学
ば
ん
と
し
た
が
、
許
さ
れ
ず
、
天
保
六
年
、
十
六

歳
の
時
帆
足
万
里
の
門
に
学
ん
だ
（
2
）
っ
刻
苦
精
励
長
年
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ
。
二
十
八
歳
の
時
、
万
里
に
従
っ
て
京
都
に
従
質
し
た
が
、

万
里
が
臨
郷
す
る
に
当
り
、
江
戸
に
至
り
安
井
息
軒
ら
に
交
わ
っ
た
。
の
ち
万
里
が
西
俺
に
入
る
や
再
び
そ
の
門
に
至
り
同
意
門
生
の
監

督
教
授
を
援
け
た
。
万
里
残
後
、
熊
本
時
習
館
寮
生
と
な
っ
た
。
こ
の
零
す
で
に
同
上
教
授
を
圧
す
る
意
気
が
あ
っ
た
。

　
安
政
元
年
熊
本
藩
侍
講
と
な
り
、
中
小
姓
に
列
し
、
同
年
江
戸
に
屋
卜
し
た
。
慶
応
三
年
致
仕
し
、
つ
い
で
東
京
昌
平
校
教
授
に
任
ぜ



ら
れ
た
。
明
治
四
年
延
岡
藩
に
遷
せ
ら
れ
て
学
政
に
当
っ
た
が
、
同
六
年
辞
去
し
て
再
び
熊
本
に
鋸
り
教
授
し
た
。
明
治
九
年
旧
友
ら
の

招
き
に
よ
っ
て
上
京
し
、
東
京
に
紹
成
書
院
を
創
め
て
教
授
し
た
。
つ
い
で
東
大
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
二
十
二
年
に
は
東
京
学
士
会
員

に
推
さ
れ
た
。

　
明
治
二
十
八
年
二
月
十
八
日
、
築
地
に
残
。
年
七
十
六
。
詮
名
文
靖
先
生
と
い
う
。

　
名
は
辰
字
は
君
盈
、
通
称
辰
五
。
著
わ
す
と
こ
ろ
紹
成
講
義
、
漢
訳
常
山
叢
談
、
詩
文
集
甕
谷
遺
稿
八
巻
等
が
あ
る
（
3
）
。

二

　
明
治
の
初
年
、
時
人
は
甕
谷
の
文
才
を
川
田
甕
江
と
併
称
し
て
「
東
都
二
甕
」
と
称
し
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
甕
谷
の
文
章
力
は
卓
抜

で
あ
っ
た
。
か
れ
の
文
章
力
は
若
い
頃
か
ら
群
を
抜
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
帆
足
万
里
に
入
門
し
た
翌
年
、
万
里
は
「
井
棲
心
事
」
を
・

脱
稿
す
る
。
こ
れ
を
弟
子
た
ち
に
命
じ
て
漢
文
に
書
き
改
め
さ
せ
た
。
提
出
さ
れ
た
甕
谷
の
文
章
を
み
て
「
師
友
古
称
其
所
造
詣
不
可
測

云
」
（
4
）
と
い
っ
た
と
い
う
。
資
質
の
良
さ
を
見
抜
い
て
の
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
天
稟
の
う
え
に
朝
夕
夕
飯
の
た
ま
ゆ
ぬ
努

力
が
、
い
っ
そ
う
文
章
に
光
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
甕
谷
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
に
『
岡
松
甕
谷
先
生
文
集
』
四
巻
と
『
三
塁
遺
稿
』
八
巻
と
が
あ
る
。
前
者
は
甕
谷
の
尊
墨
魯
、
号
は
錬

甫
、
及
び
友
人
の
奥
並
継
ら
の
編
輯
に
よ
る
も
の
で
、
明
治
の
中
期
に
日
月
星
辰
の
四
巻
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
欄
外
に
羽
倉
蓬
翁
・

安
井
息
軒
・
重
野
成
斎
ら
の
評
語
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
書
は
今
日
大
分
県
日
出
町
の
、
万
里
図
書
館
に
星
辰
の
下
巻
一
冊
だ
け

が
写
本
で
残
っ
て
い
、
日
月
巻
は
失
わ
れ
て
い
る
。
後
者
は
こ
れ
か
ら
二
十
数
年
後
の
明
治
三
十
九
年
、
参
太
郎
・
昌
四
郎
の
両
名
に
よ
っ

て
輯
侠
増
補
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
前
者
に
草
木
山
川
の
四
集
を
加
え
て
八
巻
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
に
存
し
た
師
友
の

評
語
は
、
三
池
そ
の
人
も
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
一
二
巻
が
序
・
記
。
三
四
巻
が

論
・
説
・
書
・
題
践
等
。
五
六
巻
が
碑
銘
・
雑
著
。
七
八
巻
が
詩
。
附
録
と
し
て
「
文
靖
先
生
行
状
」
と
「
甕
谷
先
生
墓
志
」
が
あ
る
。

　
さ
て
、
詩
文
に
関
し
て
甕
谷
自
ら
は
「
予
於
詩
野
拙
」
（
遺
稿
凡
例
）
と
い
っ
て
、
い
わ
ば
詩
は
不
得
手
で
文
章
こ
そ
得
意
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
明
朝
の
朝
方
域
、
魏
禧
・
注
碗
三
家
の
文
章
が
歓
迎
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一

↑畷



種
の
悲
壮
の
気
と
奔
放
な
才
気
と
の
入
り
占
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
幕
末
の
書
生
た
ち
の
気
風
と
一
致
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
そ
れ
以
前
か
ら
の
唐
宋
八
家
を
手
本
と
す
る
底
流
は
確
固
と
し
て
存
在
し
た
が
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
如
何
を
問
わ
ず
議
論
が
文
の

中
心
と
な
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
こ
の
点
を
重
野
成
斎
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
余
弱
冠
左
右
と
黒
鍵
に
入
り
、
諸
子
に
従
い
て
作
文
を
学
ぶ
。
時
属
に
幕
府
末
造
、
天
下
故
多
し
。
諸
子
も
亦
皆
年
少
氣
鋭
に
し
て

　
　
相
競
い
て
放
言
高
論
し
、
弊
誌
乎
と
し
て
当
世
の
務
め
を
論
ず
。
故
に
そ
の
作
る
所
は
序
記
碑
誌
と
錐
も
、
一
に
議
論
を
以
て
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま

　
　
作
る
。
初
め
よ
り
体
格
何
如
を
問
わ
ず
。
老
生
宿
患
、
間
或
い
は
そ
の
明
度
を
指
示
す
。
輻
ち
倦
怠
思
睡
し
、
起
点
の
論
策
に
非
ざ

　
　
れ
ば
机
上
に
置
か
ず
。
以
て
謂
え
ら
く
、
文
は
気
を
以
て
主
と
為
す
、
何
ん
ぞ
体
に
拘
わ
ら
ん
や
と
。
（
「
文
体
明
辮
纂
要
証
」
）

　
こ
う
し
た
気
風
が
明
治
初
期
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
い
わ
ば
悲
憤
慷
慨
し
、
議
論
に
昂
揚
す
る
体
の
文
章
が
流
行
し
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
甕
谷
の
文
章
は
異
色
で
あ
り
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
淡
々
と
し
た
描
写
に
終
始
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点

を
か
れ
は
「
記
実
法
」
と
い
う
云
い
方
で
説
明
し
て
い
る
。
い
う
と
こ
ろ
の
「
記
実
法
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
余
都
に
入
り
て
よ
り
諸
生

の
業
を
受
く
る
を
請
う
者
あ
ら
ば
、
必
ず
先
ず
結
く
る
に
記
号
の
法
を
以
て
す
。
文
簡
（
万
里
）
先
生
の
遺
教
に
従
え
る
な
り
」
　
（
漢
訳
　
卜

常
山
曲
舞
序
）
と
い
い
、
こ
の
法
を
聞
き
知
っ
た
中
江
子
篤
（
兆
民
）
は
大
喜
び
し
「
子
の
法
に
循
え
ば
、
東
亜
言
語
同
じ
か
ら
ず
と
難
も
　
　
司

未
だ
湿
す
に
漢
文
を
以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
同
上
）
と
い
っ
て
二
一
二
子
と
謀
っ
て
常
山
紀
談
の
下
訳
に
乏
り
か
か
っ

た
と
い
う
。
つ
ま
り
甕
谷
の
「
漢
訳
常
山
面
談
」
は
、
「
記
実
法
」
に
よ
る
と
こ
ろ
の
漢
訳
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
「
常
山
紀
談
」
中
古
来
有
名
な
太
田
道
潅
の
一
節
の
漢
訳
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
太
田
持
資
者
、
上
杉
宣
政
長
雪
中
、
呈
出
郊
放
鷹
、
會
天
雨
、
御
民
家
書
借
蓑
衣
、
有
少
女
子
守
舎
、
黙
然
起
上
様
花
一
枝
以
進
、

　
　
持
資
日
、
非
塔
花
也
、
怒
書
籍
、
或
謂
持
資
金
、
古
歌
詠
様
県
花
有
言
説
、
奈
實
導
爆
有
一
、
七
言
實
之
與
蓑
衣
通
、
女
子
蓋
押
回

　
　
貧
不
能
蔵
回
三
衣
也
、
持
資
聞
之
、
驚
且
慌
、
自
含
益
章
思
和
歌
（
5
）
（
巻
一
）

ま
た
「
帆
足
文
集
序
」
に
い
う
。
「
帆
足
先
生
嘗
て
戯
れ
に
曰
わ
く
、
和
人
の
詩
文
を
作
る
や
思
え
ば
稠
猴
の
劇
を
演
ず
る
が
如
く
、
終

に
眞
に
似
ず
。
然
れ
ど
も
弟
子
を
云
う
る
に
文
を
以
て
首
と
な
す
は
何
ぞ
や
。
蓋
し
後
進
の
文
を
学
ば
ざ
れ
ば
能
く
古
経
に
通
ず
る
な
き

を
以
て
な
り
。
」
そ
こ
で
「
記
実
法
」
を
教
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
い
わ
ゆ
る
「
記
実
法
」
と
い
う
の
も
、
先
食
の

古
典
類
を
正
し
く
読
み
理
解
す
る
た
め
の
文
章
修
業
で
、
特
別
の
修
辞
や
技
巧
を
排
除
し
て
、
ひ
た
す
ら
平
易
眞
率
に
も
の
ご
と
を
直
叙



す
る
と
い
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
も
ふ
れ
、
か
つ
己
れ
の
学
問
の
系
統
に
も
説
き
及
ん
だ
好
文
章
に
「
岡
本
監
輔
に
遵
う
る
の

書
」
が
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
し
て
以
下
に
示
そ
う
。

　
　
（
前
署
）

　
　
　
某
は
性
愚
昧
な
り
。
惟
だ
少
く
し
て
甚
だ
文
章
を
嗜
む
。
以
遣
え
ら
く
文
な
る
者
は
以
て
実
を
記
し
て
之
を
遠
き
に
伝
う
る
所
な

　
　
り
。
二
葉
三
護
よ
り
以
て
左
国
史
漢
に
至
る
ま
で
、
層
皆
然
ら
ざ
る
な
し
。
嘗
て
窟
に
唐
車
而
下
の
学
者
を
見
る
に
、
率
ね
此
に
勤
む

　
　
る
を
知
る
辛
し
。
徒
に
妬
を
競
い
靡
を
云
わ
せ
、
華
言
業
曝
、
以
て
勝
を
一
世
に
孚
う
。
抑
々
亦
文
を
学
ぶ
こ
と
の
未
だ
至
ら
ざ
る

　
　
者
な
り
。
是
に
於
て
常
に
法
を
龍
門
に
取
り
、
専
ら
實
を
記
す
こ
と
を
以
て
務
と
な
す
。
昏
愚
の
童
舞
だ
得
る
こ
と
有
る
能
わ
ざ
る

　
　
な
り
。
某
、
既
に
實
を
記
す
こ
と
を
以
て
務
と
な
す
。
夫
の
華
言
闊
辮
、
以
て
勝
を
一
世
に
争
う
者
に
至
り
て
は
、
平
生
よ
り
未
だ

　
　
力
を
専
ら
に
す
る
に
逞
あ
ら
ず
。
是
を
以
て
時
に
著
作
有
り
と
雛
も
、
早
態
随
に
し
て
、
殊
に
取
る
有
る
に
足
ら
ず
。
未
だ
世
の
文

　
　
章
を
以
て
名
あ
る
者
と
、
道
を
分
か
ち
て
馳
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
是
れ
某
の
文
章
に
於
て
、
世
の
学
士
と
異
な
る
も
の
な
り
。

　
　
　
玉
算
嘗
て
纒
を
講
ぜ
り
。
然
れ
ど
も
既
に
洛
閾
を
襲
う
に
非
ず
。
夫
の
明
清
の
諸
家
よ
り
、
吾
が
邦
の
伊
・
物
諸
先
生
に
至
る
ま

　
　
で
、
得
有
り
失
有
る
が
若
き
も
、
適
従
す
る
雅
な
し
。
是
に
於
て
務
め
て
今
古
に
渉
猟
し
、
其
の
善
き
者
を
澤
び
て
之
に
従
う
。
亦

　
　
未
だ
能
く
一
に
定
ま
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ
某
の
毒
煙
に
於
て
、
世
の
学
士
と
異
な
る
も
の
な
り
。
（
下
戸
）

　
「
記
実
」
を
軸
に
『
史
記
』
の
文
体
を
目
標
に
し
て
、
い
た
ず
ら
な
「
華
言
野
砲
、
以
て
勝
を
一
世
に
争
う
」
も
の
と
は
距
離
を
お
き
、

忌
明
の
学
を
採
ら
ず
に
「
善
き
者
を
択
び
て
従
う
」
学
問
を
持
し
た
、
と
い
う
。
た
し
か
に
時
流
と
は
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ク
ー

ル
で
端
正
な
文
章
観
で
あ
り
学
問
観
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
時
流
と
は
違
っ
て
い
て
も
そ
れ
な
り
の
評
価
、
あ
る
い
は
支
持
も
ま
た
存
し
た

わ
け
で
、
だ
か
ら
こ
そ
一
部
か
ら
「
東
都
の
二
甕
」
の
称
も
う
け
た
の
で
あ
る
。

　
甕
谷
が
自
ら
を
形
成
し
て
い
く
過
程
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
若
き
日
の
帆
足
一
門
で
の
交
わ
り
、
熊
本
の
木

下
韓
村
門
下
で
の
井
上
毅
、
竹
添
井
井
と
と
も
に
「
木
門
の
三
才
子
」
と
謳
わ
れ
た
時
代
、
江
戸
遊
学
で
の
先
輩
同
僚
、
た
と
え
ば
羽
倉

簡
堂
、
安
井
息
軒
、
重
野
成
斎
、
芳
野
金
陵
ら
の
静
々
た
る
人
物
た
ち
。
息
軒
の
三
重
塾
に
お
け
る
書
生
た
ち
の
議
論
好
き
は
余
り
に
も

有
名
で
あ
っ
た
。
白
熱
し
た
議
論
の
中
か
ら
多
く
の
も
の
を
得
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
個
人
的
に
は
竹
添
・
井
上
と
は
後
々
ま
で
親
交

が
あ
り
、
竹
添
の
『
桟
雲
峡
雨
日
記
』
に
は
甕
谷
が
序
を
寄
せ
、
『
漢
訳
常
山
急
談
』
の
刊
行
に
は
、
竹
添
が
愈
繊
を
紹
介
し
て
序
文
を

卜辺



寄
稿
せ
し
め
て
い
る
。
ま
た
後
日
井
上
家
は
匡
四
郎
が
養
嗣
子
と
し
て
継
い
で
も
い
る
。

　
「
香
逸
遺
稿
序
」
は
も
う
一
つ
の
維
新
を
夢
み
て
破
れ
た
米
沢
藩
士
雲
井
龍
雄
へ
の
鎮
魂
の
文
章
で
あ
る
。
甕
谷
と
雲
井
と
の
つ
な
が

り
は
、
安
井
息
軒
を
介
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
に
い
う
。
「
余
と
香
逸
（
雲
井
）
と
相
い
労
る
は
明
治
紀
元
に
あ
り
。
是
の
歳
の

春
、
余
使
を
奉
じ
て
西
都
に
入
る
。
香
逸
、
飯
肥
の
人
甲
田
生
と
前
後
し
て
来
り
見
ゆ
。
蓋
し
二
人
皆
安
井
息
軒
に
学
べ
る
な
り
。
而
し

て
余
素
よ
り
息
軒
と
游
ぶ
を
う
。
是
を
以
て
初
め
て
誓
い
見
え
し
ょ
り
、
皆
点
鼻
を
担
出
し
纒
々
と
し
て
言
い
て
隠
す
と
こ
ろ
な
し
。
」

つ
ま
り
同
門
の
誼
み
で
気
脈
通
じ
て
何
の
叢
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
世
上
は
騒
然
と
し
て
い
た
。
い
ま
に
も
京
都

と
幕
府
と
の
戦
端
が
切
っ
て
落
さ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
三
人
は
し
ば
し
ば
深
夜
ま
で
時
事
を
論
じ
合
っ
た
。
し
か
し
具
体
的
な
現
状

の
打
開
策
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
甲
田
は
病
没
し
甕
谷
ま
た
西
署
し
た
。
や
が
て
会
津
も
戦
い
に
敗
れ
罪
に
服
し
た
。
そ
の
翌

年
、
甕
谷
は
大
学
少
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
東
京
に
い
た
。
一
夜
瓢
然
と
し
て
香
逸
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
時
か
れ
は
会
津
に
味
方
し
た
米
沢
藩

の
重
要
人
物
と
し
て
謹
睡
中
の
身
の
上
で
あ
っ
た
。
夜
陰
に
紛
れ
て
訪
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
余
乃
ち
置
酒
し
與
に
飲
す
。
香
逸
既
に

酔
い
且
に
去
ら
ん
と
す
。
余
日
わ
く
、
子
祭
ら
購
ら
す
に
苦
し
む
こ
と
無
き
か
。
嚢
を
倒
に
し
て
三
十
許
金
を
え
、
曰
わ
く
、
以
て
子
の

用
に
充
て
て
可
な
り
。
香
逸
欣
然
と
し
て
金
を
堪
り
て
去
る
。
後
経
た
往
来
、
常
に
昏
を
以
て
至
り
、
羨
い
與
に
劇
談
し
、
必
ず
夜
深
き

に
至
り
て
後
に
去
る
。
此
の
如
き
こ
と
屡
々
な
り
。
」
突
然
か
れ
の
来
訪
が
途
切
れ
る
。
風
の
便
り
に
か
れ
が
囚
わ
れ
下
獄
し
た
と
聞
か

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ず

さ
れ
る
。
「
余
息
軒
を
過
ね
、
曰
わ
く
、
香
逸
果
し
て
囚
に
就
け
り
。
息
軒
曰
わ
く
、
然
ら
ん
か
。
顧
う
に
彼
も
亦
た
国
の
為
に
す
る
の

み
。
有
司
自
ら
之
を
亮
と
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
未
だ
必
ず
し
も
横
ま
ま
に
爆
笑
に
罹
ら
ざ
ら
ん
。
余
日
わ
く
、
然
ら
ん
。
又
た
数
日
に
し

て
遂
に
死
せ
り
。
」

　
罪
名
は
反
逆
罪
で
あ
っ
た
。
し
か
も
明
治
元
年
に
制
せ
ら
れ
た
「
仮
律
」
に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
息
軒
ら
の
希
望
は
空

し
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
年
も
し
な
い
い
ま
、
刑
法
が
改
正
さ
れ
、
国
事
犯
政
治
犯
は
、
た
と
え
当
路
者
と
意
見
を
異
に
し
て
も
死
刑
と

は
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
も
し
香
逸
の
こ
と
が
、
い
ま
沙
汰
さ
れ
る
な
ら
生
命
を
廻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
に
と
悔
や
ま
れ
て
な
ら

な
い
、
と
文
は
結
ば
れ
る
。

　
雲
井
龍
雄
、
亨
年
二
十
七
歳
。
明
治
三
年
の
暮
れ
の
刑
死
で
あ
っ
た
。
草
創
期
の
維
新
政
府
に
は
、
甕
谷
に
せ
よ
息
軒
に
せ
よ
、
果
敢

に
行
動
し
た
雲
井
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
だ
れ
も
が
自
ら
の
イ
メ
～
ジ
と
の
相
違
を
実
感
し
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
期
の
人
物
た
ち
が
、

一4
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そ
れ
ぞ
れ
の
維
新
を
構
想
し
て
い
た
か
ら
の
こ
と
で
、
巳
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

三

　
甕
谷
の
漢
詩
文
を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
先
に
掲
げ
た
「
與
岡
本
監
葉
書
」
が
あ
り
、
ま
た
小
品
で
は
あ
る
が
か
れ
の
人
生

観
を
率
直
に
示
す
「
徐
庶
論
」
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
中
年
の
か
れ
に
人
生
の
喜
び
を
与
え
た
熊
本
時
代
の
ひ
と
時
を
描
い
た
「
竹

寒
沙
碧
書
荘
記
」
と
晩
年
秘
か
に
わ
が
道
と
覚
悟
し
た
信
念
を
述
べ
る
「
紹
成
講
義
序
」
を
と
り
あ
げ
た
い
。
前
者
は
熊
本
の
壺
井
川
の

ほ
と
り
に
建
て
た
家
に
つ
い
て
の
記
事
。
西
南
の
役
に
焼
書
す
る
が
、
甕
谷
の
生
涯
で
最
も
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
安
定
充
実
し
た
時

代
を
ふ
り
返
っ
て
の
も
の
で
、
潤
い
の
感
じ
ら
れ
る
好
文
章
で
あ
る
。
「
紹
成
講
義
序
」
は
晩
年
の
老
漢
学
者
の
信
条
を
率
直
に
吐
露
し

た
も
の
。
一
つ
の
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
一
文
で
あ
る
。
本
来
は
漢
文
そ
の
ま
ま
で
文
字
の
配
置
を
み
る
の
が
良
い
が
、
以
下
で
は
、
詩
を

除
い
て
す
べ
て
書
き
下
し
文
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
竹
寒
沙
碧
書
荘
の
記
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や

　
　
　
初
め
余
の
褐
を
我
が
肥
に
繹
く
や
、
仕
は
微
腺
は
薄
く
、
質
置
に
従
い
て
東
都
に
朝
す
。
道
塗
千
里
、
動
も
す
れ
ば
給
ら
ざ
る
を

　
　
以
て
虞
と
為
す
。
居
家
は
則
ち
茅
茨
采
橡
、
僅
か
に
取
り
て
風
雨
を
蔽
う
の
み
に
し
て
猶
お
且
つ
屡
々
こ
れ
を
鷲
り
て
他
に
遷
る
。

　
　
六
七
歳
を
経
て
、
率
ね
定
居
あ
る
な
し
。
嘗
て
詩
を
賦
し
て
以
て
自
ら
傷
み
て
曰
わ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ご

幾
回
東
運
復
西
搬

嘆
息
孤
貧
渉
世
難

猶
弓
庭
花
紅
燭
在

明
年
還
欲
乞
誰
看

幾
回
か
東
に
運
り
復
た
西
に
搬
く

嘆
息
孤
貧
世
を
渉
る
こ
と
難
し

猶
お
是
れ
庭
花
の
紅
燭
な
る
あ
り

明
年
ま
た
誰
れ
に
乞
い
て
看
ん
と
す

　
蓋
し
実
を
記
せ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
り

　
既
に
し
て
宅
を
壺
水
の
上
に
う
。
廣
さ
三
四
畝
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
暑
中
樹
木
野
里
し
、
み
な
蒼
翠
玉
蔚
た
り
。
西
北
に
水
を
隔
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

脩
竹
数
千
早
、
そ
の
間
人
家
八
九
戸
あ
り
。
遽
直
し
て
南
に
転
ず
れ
ば
以
て
高
阜
に
接
く
。
最
も
冬
月
観
劇
に
宜
し
と
為
す
。
竹
下



浅
場
、
延
裏
数
十
歩
、
水
は
空
々
と
し
て
沙
上
よ
り
繋
ぐ
。
夏
月
見
童
の
游
思
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
門
前
は
車
馬
關
美
し
て
日
夜
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む
き

え
ざ
る
も
、
一
た
び
門
に
入
れ
ば
則
ち
官
然
と
し
て
遽
く
、
頗
る
巌
居
棲
隠
の
致
あ
り
。
劇
甚
だ
之
を
楽
し
み
、
遂
に
名
づ
け
て

発
寒
沙
碧
書
荘
と
い
う
。
諸
を
老
杜
の
詩
語
に
取
る
な
り
（
6
）
。
初
め
至
れ
る
時
、
廉
堂
房
牢
、
み
な
数
錘
に
過
ぎ
ず
。
之
を
久
し

く
し
て
稽
や
《
旧
き
て
数
十
錘
を
う
。
因
り
て
賦
し
て
曰
わ
く
、

　
微
官
未
得
賦
鯖
田
　
　
微
官
未
だ
蹄
田
を
賦
す
る
を
得
ず

　
且
三
三
齋
四
五
橡
　
　
且
に
茅
齋
を
茸
く
こ
と
四
五
橡

　
畳
石
新
修
下
江
路
　
　
畳
石
新
た
に
修
む
江
に
下
る
の
路

－
無
由
更
辮
掘
頭
船
　
　
由
り
て
更
に
辮
ず
る
な
し
三
頭
船

　
居
る
こ
と
歳
鯨
、
嚢
低
稽
や
く
濡
す
と
こ
ろ
あ
る
を
覚
ゆ
。
因
り
て
人
に
属
し
て
一
小
舟
を
買
う
。
又
賦
し
て
曰
わ
く
、

　
小
園
数
畝
枕
濯
溝
　
　
小
園
数
畝
濯
溝
を
枕
と
し

　
柳
韓
松
盤
映
水
回
　
　
柳
韓
松
盤
水
に
映
じ
て
懸
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
寄
跡
微
官
還
不
悪
　
　
跡
を
微
官
に
寄
す
る
も
ま
た
悪
か
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺

　
俸
飴
得
辮
掘
回
船
　
　
俸
飴
辮
ず
る
を
え
た
り
三
頭
船

　
是
の
時
に
當
り
、
余
興
曹
橡
に
承
乏
し
、
日
に
簿
領
を
抱
き
て
府
署
に
賜
踏
た
り
。
意
倦
き
て
還
ら
ば
則
ち
解
衣
盤
確
、
或
い
は

舟
に
樟
さ
し
て
上
下
湖
嘉
し
、
落
髪
淵
魚
と
水
煙
標
紗
の
間
に
相
忘
れ
、
．
超
然
と
し
て
楽
し
む
こ
と
甚
し
。
曰
わ
く
、
煮
れ
優
游
歳

を
卒
う
る
に
足
れ
り
、
と
。
此
の
如
き
こ
と
数
歳
な
り
。

　
た
ま
た
ま
辺
塞
靖
ん
ぜ
ず
、
幕
府
之
を
能
く
制
す
る
な
く
、
遂
に
請
い
て
政
を
致
し
、
天
下
を
挙
げ
て
王
室
に
掛
歪
す
。
余
屡
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

使
を
奉
じ
て
京
輩
に
奔
走
し
、
復
た
暇
逸
を
得
る
な
し
。
天
子
学
を
東
都
に
興
す
に
及
び
、
又
謬
り
て
博
士
の
選
に
祭
り
、
家
を
携

え
て
都
に
入
る
。
歳
を
喩
え
て
則
ち
免
ぜ
ら
る
。
遽
か
に
装
束
し
て
窪
し
、
復
た
家
を
携
え
て
南
の
か
た
延
岡
に
游
び
、
三
年
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
さ
だ

て
攣
る
。
懸
れ
よ
り
先
き
天
子
東
西
諸
侯
を
し
て
居
を
闘
下
に
入
ら
し
め
、
州
邑
み
な
有
司
に
隷
せ
し
む
。
国
を
体
め
野
を
経
む
る

所
以
の
も
の
必
然
と
し
て
一
変
す
。
独
り
林
泉
景
勝
の
み
な
お
嚢
時
と
異
な
る
な
し
。
余
因
り
て
榛
葬
を
劃
除
し
、
復
た
出
盧
に
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ね
が

ん
ず
る
を
う
。
曰
わ
く
、
庶
わ
く
は
以
て
我
が
生
を
終
う
る
を
え
ん
、
と
。
是
に
於
て
門
を
杜
し
軌
を
掃
き
、
日
に
釣
魚
を
以
て



　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
か
ん

事
と
な
し
、
復
た
人
間
に
求
む
る
こ
と
な
し
。

　
適
ま
少
時
文
簡
先
生
に
と
も
に
事
え
し
者
、
多
く
東
都
に
聚
ま
り
、
書
を
以
て
交
も
余
に
勧
め
て
曰
わ
く
、
将
に
相
い
与
に
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

の
遺
教
を
修
め
、
之
を
当
世
に
施
す
に
、
子
独
り
来
り
て
力
を
離
す
こ
と
な
き
を
え
ん
や
、
と
。
笹
書
を
え
て
藪
然
と
し
て
曰
わ
く
、

謬
れ
あ
る
か
な
。
若
し
拒
み
て
従
わ
ざ
れ
ば
、
起
れ
則
ち
不
義
な
り
。
遂
に
復
た
長
崎
よ
り
海
に
澄
び
て
署
し
、
数
月
に
し
て
家
人

も
亦
た
至
る
。

　
明
年
西
南
の
変
作
る
。
王
師
之
を
我
が
邑
に
禦
ぎ
、
予
め
城
に
近
き
の
身
舎
数
万
を
焚
き
て
以
て
自
ら
備
う
。
而
し
て
吾
が
麿
も

蓋
し
蕩
然
と
し
て
盛
さ
た
り
。
余
初
め
災
に
罹
る
を
聞
き
し
と
き
、
恨
然
と
し
て
自
ら
懐
い
を
繹
つ
る
こ
と
能
わ
ず
。
既
に
復
た
思

い
で
曰
わ
く
、
澱
な
る
も
の
は
人
よ
り
出
ず
る
も
の
な
り
。
夫
の
竹
寒
沙
碧
の
天
よ
り
出
ず
る
が
若
き
も
の
は
、
未
だ
嘗
て
綴
か
れ

ざ
る
な
り
。
他
日
西
露
せ
ば
、
望
め
て
面
勢
に
因
り
て
之
を
増
築
せ
ん
。
且
に
旧
よ
り
攣
れ
る
も
の
あ
ら
ば
、
何
ぞ
傷
む
こ
と
こ
れ

あ
ら
ん
。
亙
り
と
錐
も
、
余
固
よ
り
数
奇
な
り
。
未
だ
能
く
蹄
る
を
え
て
之
を
築
け
る
や
否
や
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
復
た
安
く
ん

ぞ
首
丘
の
嘆
を
免
る
る
を
得
ん
や
。
遂
に
之
が
記
を
為
し
、
時
に
観
て
以
て
自
ら
慰
む
。

　
　
紹
成
講
義
序
　
　
明
治
丙
戌
（
十
九
年
）

近
歳
西
人
の
学
、
益
ま
す
我
れ
に
盛
ん
に
し
て
、
天
文
暦
数
よ
り
以
て
理
化
忍
術
に
至
る
ま
で
、
通
明
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
而
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
い
た

て
先
王
孝
悌
郵
倫
の
教
え
、
且
に
地
に
墜
ち
ん
と
す
。
西
学
初
め
て
興
る
に
与
り
、
論
者
以
揮
え
ら
く
、
人
の
知
を
研
ぎ
材
を
達
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

は
、
学
習
に
資
ら
ざ
る
は
な
し
。
夫
の
孝
悌
郵
倫
の
若
き
は
、
天
性
に
原
づ
き
、
之
を
思
え
ば
斯
ち
獲
ら
れ
、
初
め
よ
り
学
習
を
須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ

う
る
な
し
、
と
。
是
に
覧
て
少
年
子
弟
を
督
し
て
専
ら
力
を
画
数
の
学
に
致
し
、
而
し
て
六
経
を
高
閣
に
束
ね
し
む
。
曽
ち
数
々
な

　
　
　
　
　
　
　
う
す

ら
ず
し
て
民
心
日
に
楡
く
、
風
俗
頽
照
し
、
往
昔
に
遜
な
き
こ
と
能
わ
ず
。
識
者
こ
れ
を
慨
む
。
図
れ
孝
悌
舞
倫
の
天
性
に
生
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

は
、
固
よ
り
な
り
。
然
れ
ど
も
之
を
鐘
鼓
に
讐
う
る
に
、
考
か
ず
撃
た
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
聲
を
為
さ
ん
。
先
王
の
詩
書
礼
楽
の
設

く
る
は
、
人
心
を
鼓
し
て
道
に
適
か
し
む
る
所
以
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
風
を
変
じ
俗
を
早
く
す
る
は
、
聖
教
を
明
ら
か
に
す
る
に
如

く
は
な
し
。
予
因
り
て
魯
論
を
取
り
て
詩
書
に
至
り
、
遽
次
に
訳
す
る
に
国
字
を
以
て
し
、
之
を
一
世
に
布
き
、
意
に
委
巷
婦
嬬
を

し
て
亦
た
覧
て
之
を
識
る
を
え
、
以
て
世
道
人
心
に
沖
す
る
こ
と
あ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
鳴
呼
、
酒
転
た
る
も
の
は
天
下
み
な
是
れ

一5
0

一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

な
り
。
而
し
て
予
も
ま
た
区
々
た
る
一
書
生
を
以
て
三
廻
を
そ
の
間
に
唱
え
ん
と
す
。
要
は
手
を
以
て
洪
流
を
障
む
る
が
如
く
、
笑

い
を
大
方
に
免
れ
ず
と
雛
も
、
抑
も
亦
た
巳
む
よ
り
繋
れ
る
も
の
有
る
な
り
。

四

　
晩
年
、
い
ま
や
伝
説
的
で
す
ら
あ
る
貧
困
に
悩
ま
さ
れ
、
社
会
的
に
も
必
ず
し
も
意
に
満
ち
た
生
活
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
霊
鑑
の

心
を
支
え
た
も
の
は
、
『
荘
子
』
と
『
楚
辞
』
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
書
を
愛
読
し
な
が
ら
思
う
と
こ
ろ
を
注
記
し
て
い
っ
た
も
の
が
『
荘

子
考
』
五
巻
『
楚
辞
考
』
四
巻
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
・
四
十
三
年
に
至
っ
て
、
明
太
郎
と
匡
四
郎
は
、
従
来
写
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

て
き
た
二
書
を
刊
行
す
る
が
、
『
荘
子
考
』
の
序
言
に
「
呪
言
四
則
」
と
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
一
　
先
考
は
夙
に
深
く
時
事
を
縛
み
、
年
耳
順
に
乗
り
喜
ん
で
荘
子
及
び
楚
辞
を
読
み
、
以
て
懐
い
を
遣
る
。
遂
に
二
著
を
著
わ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

　
　
　
古
稀
を
過
ぐ
る
比
屡
々
疾
病
に
罹
る
も
、
尚
お
筆
硯
を
呼
び
、
枕
上
稿
を
改
め
字
を
刷
り
、
易
贅
に
至
る
ま
で
手
に
巻
を
釈
か
ず
。
　
レ

　
　
　
不
肖
等
窟
か
に
以
調
え
ら
く
、
二
考
は
乃
ち
先
考
心
血
の
傾
注
す
る
と
こ
ろ
な
り
、
と
。
先
考
嘗
て
曰
わ
く
、
我
が
邦
漢
学
の
衰
　
　
↓

　
　
　
廃
、
今
日
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。
経
史
子
集
、
之
を
高
閣
に
束
ね
、
復
た
顧
み
る
者
な
し
。
余
将
に
二
考
を
携
え
、
禺
域
に
賦
し

　
　
　
て
游
び
、
碩
学
鴻
儒
を
歴
訪
し
て
以
て
適
い
商
権
せ
ん
、
と
。
子
弟
そ
の
老
罪
な
る
を
以
て
こ
れ
を
諌
止
す
。
居
る
こ
と
一
年
許

　
　
　
り
二
考
架
に
在
る
も
先
考
則
ち
館
を
摘
て
た
り
。

　
　
一
　
先
考
嘗
て
不
肖
等
に
謂
い
て
曰
わ
く
、
荘
子
外
篇
、
前
装
み
な
後
人
の
調
査
と
擁
入
と
あ
る
を
論
ず
。
但
だ
識
撰
の
文
も
な
お

　
　
　
取
る
べ
き
も
の
あ
り
、
又
認
む
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
荘
子
考
は
外
篇
知
北
遊
を
以
て
終
う
。
蓋
し
そ
れ
以
下
を
以
て
収
む

　
　
　
る
に
足
ら
ず
と
為
し
て
之
を
舎
け
ば
な
り
。
故
に
今
敢
て
補
な
わ
ず
。
（
下
署
）
（
原
漢
文
）

　
要
す
る
に
以
上
で
は
、
甕
谷
が
死
の
直
前
ま
で
手
を
入
れ
つ
づ
け
た
述
作
が
、
『
荘
子
考
』
『
楚
辞
考
』
の
二
考
で
ま
さ
に
「
心
血
を
傾

注
し
た
」
作
品
で
あ
り
、
か
れ
自
身
中
国
の
学
者
と
討
論
し
た
か
っ
た
ほ
ど
に
自
信
の
あ
っ
た
著
述
で
あ
る
こ
と
と
、
、
こ
の
『
荘
子
考
』

は
、
『
荘
子
』
三
十
三
篇
が
大
き
く
内
外
雑
の
三
部
屋
分
れ
て
い
る
そ
の
雑
篇
庚
針
立
篇
以
下
天
下
篇
に
至
る
十
一
篇
を
後
学
の
調
撰
と

し
て
切
り
捨
て
て
、
「
内
外
」
二
十
二
篇
を
み
る
べ
き
『
荘
子
』
と
し
て
考
察
の
対
象
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



　
ま
ず
「
雑
」
篇
以
下
の
切
り
捨
て
で
あ
る
が
、
古
く
雑
篇
の
譲
王
・
主
導
・
説
劔
・
漁
父
の
四
篇
は
、
宋
の
蘇
東
披
が
浅
随
道
に
入
ら

ず
と
評
し
て
以
来
、
た
と
え
ば
「
譲
王
以
下
四
篇
、
古
今
学
者
、
多
以
為
偽
作
」
（
王
先
謙
集
解
）
も
の
で
、
そ
こ
で
こ
の
四
篇
を
除
い
た

二
十
九
篇
本
『
荘
子
』
の
刊
行
も
現
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
雑
」
篇
の
全
て
を
切
り
捨
て
る
の
は
翼
状
の
大
胆
な
意
見
で
『
荘
子

考
』
に
は
じ
め
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
も
伏
線
は
あ
っ
て
、
『
荘
子
考
』
の
内
篇
か
ら
外
篇
へ
と
読
み
進
め
て
い
く
と
、

弁
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
外
篇
に
は
調
撰
で
も
「
整
準
者
」
と
「
不
足
収
者
」
と
が
混
在
し
て
い
、
導
爆
は
「
不
足
収
者
」
と
考
え
る
章

を
「
」
で
括
っ
て
示
し
て
い
る
。
外
篇
も
後
半
に
な
る
と
し
だ
い
に
「
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
「
雑
」
篇
は
、
す
べ
て
が

「
　
」
に
括
ら
れ
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
甕
谷
が
『
荘
子
』
を
好
ん
だ
と
し
て
、
そ
れ
で
は
い
か
な
る
立
場
か
ら
『
荘
子
』
を
読
み
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多

く
の
先
行
す
る
書
と
ひ
と
し
く
『
荘
子
考
』
も
、
先
人
の
注
解
を
援
用
し
な
が
ら
自
己
の
見
解
を
も
示
し
、
あ
わ
せ
て
『
荘
子
』
を
評
隣

し
よ
う
と
す
る
。
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
迫
遙
遊
篇
の
「
発
本
天
下
之
民
、
平
海
内
之
政
、
往
見
四
子
貌
姑
射
之
山
重
水
之
陽
、
下
身
喪

其
天
下
焉
」
に
注
し
て
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
塁
壁
日
、
四
子
既
無
名
、
此
正
荘
子
滑
稽
庭
、
如
今
人
所
謂
断
頭
話
、
聖
日
、
育
窃
通
、
育
生
塗
歓
然
、
喪
者
騒
士
、
失
其
所
有
天
　
　
喝

　
　
下
、
猶
易
所
謂
喪
ヒ
圏
、
謂
発
一
見
四
子
、
驚
其
至
高
、
至
於
失
天
下
、
亦
与
宋
人
失
章
甫
之
貨
葉
越
無
異
、
其
墨
型
与
宋
人
並
挙
、

　
　
所
以
抑
発
也
、
平
水
左
伝
所
謂
扮
漕
、
撃
発
故
都
、
此
亦
以
甘
楽
与
頭
姑
射
並
挙
、
一
虚
一
実
、
其
弄
筆
滑
稽
亦
如
此
、

　
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
形
式
で
『
荘
子
考
』
は
書
き
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
で
最
も
多
く
先
人
の
注
釈
を
引
く
も
の
は
、

右
の
文
に
も
見
え
る
よ
う
に
南
宋
の
林
兵
営
の
『
荘
子
口
無
』
で
あ
る
。
林
希
逸
の
注
解
は
平
易
な
だ
め
か
わ
が
江
戸
時
代
に
は
広
く
読

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
立
場
は
、
儒
佛
の
思
想
を
交
え
な
が
ら
『
荘
子
』
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
純
粋
な
『
荘
子
』

理
解
と
は
い
い
難
い
が
、
た
と
え
ば
蘇
東
披
が
『
荘
子
』
を
孔
子
を
助
け
る
者
と
評
し
た
よ
う
に
、
蝶
蝿
道
を
究
極
に
お
い
て
一
つ
と
み

る
も
の
で
、
こ
れ
は
明
の
焦
拡
の
『
荘
子
翼
』
、
沈
一
貫
の
『
荘
子
通
』
と
続
く
ひ
と
つ
の
立
場
で
は
あ
っ
た
。
濡
話
も
こ
う
し
た
流
れ

に
位
置
す
る
。
甕
谷
が
元
来
「
経
世
」
を
第
一
と
す
る
儒
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
こ
の
立
場
も
首
肯
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
甕
谷
は
、
面
面
そ
の
人
の
作
品
は
内
篇
だ
と
い
う
。
「
蒙
里
の
書
、
内
篇
に
あ
り
て
は
後
人
の
窟
綴
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
独
だ
造
遙

遊
の
恵
子
吾
有
大
樹
章
及
び
人
間
世
岩
石
之
豊
野
、
楚
の
狂
平
幕
歌
鳳
分
章
な
る
の
み
。
鯨
は
み
な
完
壁
た
り
…
」
（
騨
栂
篇
）
と
。



　
そ
れ
で
は
こ
の
内
篇
で
何
を
荘
周
は
説
こ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
斉
物
論
篇
の
冒
頭
に
い
う
。

　
　
　
考
に
曰
わ
く
、
物
は
な
お
事
な
り
。
周
季
儒
墨
諸
家
興
る
。
み
な
我
れ
を
是
と
し
彼
を
非
と
し
て
孚
辮
已
ま
ず
。
荘
生
因
り
て
論

　
　
駁
し
て
之
を
解
零
し
、
人
を
し
て
是
非
得
失
の
甚
だ
し
く
は
相
い
遠
か
ら
ざ
る
を
知
ら
し
む
。
故
に
名
づ
け
て
離
物
の
論
と
日
う
。

　
　
物
論
の
斉
し
か
ら
ざ
る
を
斉
し
く
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
適
量
遊
は
人
の
宜
し
く
愚
才
の
大
小
に
随
い
、
夏
姿
に
安
ん
ず
べ
き
を
論

　
　
ず
。
而
れ
ど
も
是
非
得
失
の
甚
だ
し
く
は
黒
い
遠
か
ら
ざ
る
を
審
ら
か
に
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
未
だ
自
重
に
安
ん
ず
る
こ
と
能
わ
ざ

　
　
る
も
の
あ
り
。
此
れ
三
物
の
迫
遙
遊
を
継
ぐ
ゆ
え
ん
な
り
…
…
。

　
こ
う
注
記
す
る
甕
谷
の
『
荘
子
』
理
解
は
、
要
は
万
物
は
相
対
的
で
あ
っ
て
俄
か
に
是
非
を
決
め
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
う

え
で
、
自
ら
の
分
際
に
安
住
す
べ
き
だ
、
と
い
う
に
あ
る
。
こ
れ
が
古
来
か
ら
の
適
遙
遊
・
斉
物
二
篇
の
精
神
、
つ
ま
り
荘
周
の
基
本
思

想
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
分
に
安
ん
じ
て
人
生
の
楽
地
を
求
め
る
こ
と
の
最
た
る
造
形
が
夢
為
胡
蝶
章
で
あ
る
。

　
人
間
世
篇
は
「
士
君
子
の
世
に
接
す
る
の
道
を
論
ず
。
隠
居
高
踏
す
る
者
と
自
ら
異
る
」
も
の
で
、
長
文
の
第
一
章
の
「
顔
渕
と
夫
子

と
の
問
答
、
累
々
と
し
て
数
言
言
に
至
る
。
要
れ
ど
も
そ
の
蹄
は
物
に
随
い
て
順
応
し
、
心
を
そ
の
間
に
吊
る
る
な
き
に
あ
り
。
能
く
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ね

く
の
如
く
ん
ば
暴
人
と
游
ぶ
と
錐
も
以
て
禍
を
速
く
こ
と
な
か
る
べ
く
、
而
し
て
又
た
能
く
濡
れ
に
由
り
て
以
て
施
設
す
る
と
こ
ろ
あ
ら

ん
。
惚
れ
荘
生
処
世
の
第
一
方
に
し
て
、
蓋
し
最
も
得
意
の
処
な
り
」
と
結
ぶ
。
隠
居
出
世
間
者
の
言
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
葉
公
子
高
章
に
は
共
鳴
す
る
。
「
言
う
こ
こ
ろ
は
奉
使
者
は
宜
し
く
そ
の
君
の
命
ず
る
所
を
伝
え
、
宜
し
く
意
を
用
っ
て
作
意
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

る
と
こ
ろ
あ
り
、
そ
の
事
を
善
く
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
伝
言
の
間
、
稻
し
く
増
溢
す
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
敗
を
取
る
よ
り

免
れ
ず
。
・
余
此
の
一
段
を
謂
す
る
毎
に
、
意
甚
だ
荘
生
の
事
を
慮
る
に
熟
し
て
、
以
て
監
戒
を
為
す
に
足
る
に
服
す
る
な
り
。
」
己
れ
の

か
っ
て
東
西
に
奉
回
し
て
奔
走
し
た
経
歴
と
重
ね
合
せ
て
の
述
懐
で
あ
り
賛
同
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
荘
周
の
言
説
の
す
べ
て
に
賛
成
な
の
で
は
な
い
。
き
び
し
く
聖
賢
の
心
に
背
馳
す
る
と
批
判
す
る
部
分
も
あ
る
。
応

帝
王
篇
の
鄭
の
神
巫
季
感
と
素
子
の
師
量
子
と
の
や
り
と
り
を
述
べ
た
一
段
で
あ
る
。
甕
谷
は
全
篇
を
総
括
し
な
が
ら
い
う
。
「
応
帝
王

の
篇
に
し
て
、
神
巫
黒
子
を
相
す
る
を
載
す
。
疑
う
ら
く
は
篇
に
名
づ
く
る
の
意
と
黒
い
称
わ
ざ
る
も
の
の
若
し
。
蓋
し
柳
生
帝
王
天
下

を
御
す
る
の
道
を
論
じ
て
、
そ
の
要
は
虚
澹
に
し
て
物
を
待
ち
、
務
め
て
そ
の
心
を
彿
奏
す
る
な
く
し
て
、
そ
の
術
深
く
自
ら
秘
閉
す
る

を
貴
ん
で
天
下
の
衆
を
し
て
誉
れ
を
窺
見
す
る
を
得
し
む
る
こ
と
な
し
。
故
に
篇
首
の
数
節
み
な
虚
澹
に
し
て
物
を
待
つ
の
説
を
述
べ
、

翫↓



肩
皇
基
接
輿
に
見
ゆ
る
に
至
り
て
激
し
く
痕
跡
を
露
わ
す
べ
か
ら
ざ
る
を
言
う
。
既
に
又
た
老
子
の
言
を
引
き
て
日
わ
く
、
不
測
に
立
ち

て
豊
楽
に
遊
ぶ
、
と
。
そ
の
下
墨
に
神
巫
の
一
説
を
挙
げ
て
以
て
之
が
謹
と
な
す
。
そ
の
意
蓋
し
以
纏
え
る
な
り
、
帝
王
の
不
測
に
立
ち

て
無
有
に
遊
び
、
天
下
の
衆
を
し
て
我
れ
を
愚
見
す
る
を
得
る
な
か
ら
し
む
る
は
、
亦
た
な
お
勢
子
の
神
巫
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
量
れ

悟
澹
虚
無
を
心
と
為
さ
ば
、
天
下
を
挙
げ
て
ま
た
意
に
介
す
る
に
足
る
も
の
な
し
。
此
れ
僧
家
の
趙
州
斬
猫
に
取
る
あ
る
所
以
な
り
。
然

れ
ど
も
そ
れ
終
に
惨
藪
少
恩
の
人
た
る
を
免
れ
ず
。
而
し
て
深
く
自
ら
秘
閉
し
、
人
を
し
て
製
す
る
を
は
ば
か
ら
し
め
ば
、
亦
た
所
謂
る

そ
の
弊
や
賊
な
る
も
の
な
り
。
太
史
公
以
為
え
ら
く
、
厚
恩
刑
名
の
学
、
道
徳
に
原
つ
く
、
と
。
彼
の
そ
の
会
心
の
慮
、
蓋
し
此
に
在
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
ゆ
え

な
り
。
鳴
呼
、
荘
生
の
術
、
逆
に
三
胎
の
蹄
と
な
り
て
、
罪
を
三
教
に
獲
る
や
、
良
に
以
あ
る
な
り
。
」

　
道
家
思
想
の
一
面
と
し
て
存
在
す
る
非
人
情
が
、
申
韓
刑
名
の
徒
の
酷
薄
に
通
ず
る
と
す
る
指
摘
は
、
現
実
の
政
治
に
関
わ
り
つ
づ
け

て
き
た
も
の
の
言
と
し
て
、
正
し
い
。
甕
谷
の
儒
生
と
し
て
経
歴
し
た
半
生
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

五

↑喝

　
山
路
愛
山
に
「
荘
子
論
」
の
一
文
が
あ
り
、
そ
の
副
題
に
は
「
岡
松
圏
谷
先
生
の
荘
子
考
を
読
む
」
と
あ
る
（
7
）
。
明
治
四
十
年
の
春
、

梅
の
花
咲
く
頃
こ
の
書
を
読
ん
だ
と
い
う
。
愛
山
は
は
じ
め
に
古
典
研
究
者
の
タ
イ
プ
と
し
て
注
解
家
と
批
評
家
と
が
あ
る
と
し
、
漢
学

の
分
野
で
は
批
評
家
と
い
え
る
の
は
仁
斎
と
狙
挾
で
、
「
甕
谷
先
生
も
私
の
見
る
所
で
は
先
づ
は
注
釈
家
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
荘
子
考
の

書
は
大
体
か
ら
言
へ
ば
先
生
の
読
ま
れ
た
書
籍
、
先
輩
か
ら
聞
か
れ
た
解
釈
な
ど
を
其
儘
集
め
、
時
々
、
先
生
自
身
の
発
明
も
加
へ
ら
れ

た
も
の
で
言
は
ば
集
注
の
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
其
有
益
な
部
分
は
注
解
に
在
っ
て
批
評
に
は
在
り
ま
せ
ん
（
8
）
。
」
そ
こ
で
愛
山

は
こ
う
し
た
基
礎
学
と
し
て
の
注
解
家
の
業
績
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
一
歩
を
進
め
て
批
評
家
の
事
業
に
及
び
諸
子
学
の
眞
相
を
発
揮
し

た
い
と
希
望
し
て
「
荘
子
論
」
を
書
い
た
。
要
は
荘
子
の
思
想
の
特
徴
を
非
政
治
的
な
内
面
の
徳
の
絶
対
化
と
そ
の
具
象
と
し
て
の
至
人
・

眞
人
は
、
天
地
と
共
に
あ
り
つ
つ
も
同
時
に
天
地
万
物
を
支
配
す
る
内
望
外
王
論
へ
と
展
開
す
る
、
と
い
う
こ
の
二
つ
と
み
る
。
こ
う
し

て
荘
子
の
大
体
を
紹
介
し
な
が
ら
再
び
甕
谷
に
も
ど
っ
て
、
『
荘
子
考
』
に
注
釈
と
し
て
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
甕
谷
先
生
が
荘
子

其
も
の
の
議
論
の
大
体
を
捉
む
に
就
て
些
さ
か
明
白
で
な
か
っ
た
こ
と
を
憾
み
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
先
生
は
荘
子
の
議
論
を
な
さ
る
る
に
、



や
は
り
之
を
処
世
の
教
訓
、
道
徳
の
格
言
と
云
ふ
や
う
に
見
て
居
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
荘
子
の
言
が
自
分
の
思
想
と
合
へ
ば
、
之

を
賛
す
る
と
云
ふ
や
う
な
態
度
を
取
ら
れ
て
、
老
荘
学
其
も
の
を
有
形
の
ま
～
紹
介
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
先
生
の
工
夫
は
や
や
閾
如

た
る
も
の
が
あ
っ
た
や
う
に
思
ひ
ま
す
（
9
）
。
」

　
愛
山
は
、
甕
谷
の
『
荘
子
考
』
に
触
発
さ
れ
て
自
ら
の
「
荘
子
論
」
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
甕
谷
の
基
本
的
な
注
解
家

と
し
て
の
姿
勢
や
余
り
に
も
自
ら
に
ひ
き
つ
け
て
『
荘
子
』
を
読
む
こ
と
の
限
界
性
を
、
的
確
に
衝
い
て
い
る
。
そ
の
点
は
正
し
い
。
し

か
し
『
荘
子
考
』
を
、
こ
れ
が
書
か
れ
た
明
治
初
中
期
に
も
ど
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
書
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
は
第

一
に
き
わ
あ
て
わ
か
り
易
い
注
繹
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
「
雑
篇
」
以
下
を
切
り
離
す
と
い
う
独
特
の
見
識
に
立
つ
こ
と
、
そ

し
て
第
三
に
「
ま
ま
発
明
す
る
」
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
た
と
え
ば
応
帝
王
篇
に
お
け
る
道
家
の
虚
無
活
淡
の
論
理
と
法

家
思
想
と
の
共
通
性
の
指
摘
と
い
っ
た
鋭
い
見
解
が
早
く
も
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
『
楚
辞
考
』
四
巻
も
特
色
の
あ
る
書
物
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
、
『
荘
子
考
』
と
同
様
、
二
人
の
子
息
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

単
行
の
外
に
大
正
五
年
中
山
房
刊
の
「
漢
文
大
系
」
二
十
二
巻
『
楚
辞
』
に
「
十
日
」
の
部
分
が
抽
出
さ
れ
て
、
王
逸
・
朱
子
の
両
注
と

と
も
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
楚
辞
考
』
に
つ
い
て
竹
治
貞
夫
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
本
書
は
王
注
・
朱
注
の
要
説
を
交
え
取
り
、
ま
ま
洪
興
祖
補
注
、
林
雲
銘
の
説
を
引
き
、
「
百
日
」
で
自
ら
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、

旧
注
の
不
足
を
補
い
、
そ
の
是
な
ら
ざ
る
も
の
を
正
す
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
、
注
解
の
煩
紫
に
陥
る
の
を
避
け
て
い
る
。
行
文
簡
潔
に

し
て
所
説
穏
健
と
い
う
の
が
、
本
書
の
特
色
で
あ
る
（
－
o
）
。

　
た
だ
『
楚
辞
考
』
に
採
録
さ
れ
た
作
品
は
、
林
雲
銘
の
『
楚
辞
燈
』
に
取
ら
れ
て
い
る
二
七
篇
と
宋
玉
の
「
九
辮
」
お
よ
び
潅
南
小
山

の
「
招
隠
士
」
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
楚
辞
』
の
作
品
の
見
る
べ
き
も
の
は
、
屈
原
賦
及
び
こ
の
二
篇
に
書
き
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
書
の
最
も
特
色
あ
る
主
張
は
、
屈
原
投
水
野
の
否
定
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
は
、
懐
比
量
が
絶
命
の
辞
で
は
な
い
こ
と
、
屈
原

の
賢
に
し
て
自
殺
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
及
び
他
篇
の
詞
句
か
ら
も
そ
の
水
死
は
否
定
し
う
る
こ
と
等
々
と
す
る
。
甕
谷
以
前

に
も
自
殺
の
否
定
論
は
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
そ
の
主
張
の
中
で
賢
人
が
自
殺
す
る
は
ず
が
な
い
と
す
る
の
な
ど
、
余
り
に
主

観
に
過
ぎ
た
も
の
で
、
到
底
こ
れ
に
よ
っ
て
『
史
記
』
屈
原
伝
の
従
来
の
記
事
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
客
観
的
な
妥
当
性
を

も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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た
し
か
に
客
観
性
を
欠
き
、
一
面
で
は
い
か
に
も
甕
谷
ら
し
い
信
念
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
弱
点
を
も
っ
た
主
張
を

内
に
含
ん
だ
『
虚
辞
考
』
で
は
あ
る
が
、
こ
の
書
が
わ
が
邦
の
学
者
に
よ
る
本
格
的
な
楚
辞
注
釈
書
と
し
て
の
唯
一
最
初
の
も
の
で
、
な

お
か
つ
採
る
べ
き
見
解
も
必
ず
し
も
乏
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
「
漢
文
大
系
」
に
も
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

思
う
と
き
、
本
書
も
ま
た
『
荘
子
考
』
と
と
も
に
甕
谷
の
握
る
べ
か
ら
ざ
る
業
績
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

『
高
田
村
志
』
に
い
う
。

　
　
晩
年
甕
谷
の
肺
を
患
ひ
て
病
勢
漸
く
加
ふ
る
や
、
一
日
細
川
十
洲
来
訪
し
、
梅
花
数
枝
を
贈
り
し
に
、
甕
谷
大
い
に
悦
び
、
床
上

　
　
に
仰
臥
せ
し
ま
ま
吟
じ
て
曰
わ
く
、

　
　
詞
朋
贈
我
一
瓶
春
　
　
詞
朋
我
れ
に
贈
る
一
瓶
の
春

　
　
数
朶
慶
英
映
壁
新
　
　
数
朶
の
埆
英
壁
に
映
じ
て
新
た
な
り

　
　
自
咲
衰
残
瀕
死
日
　
　
自
ら
咲
う
衰
残
瀕
死
の
日

　
　
得
為
漢
上
看
梅
人
　
　
漢
上
看
梅
人
た
る
を
得
た
る
を

　
　
時
に
十
洲
、
瀕
死
の
二
字
は
何
れ
か
鈍
む
べ
し
と
い
ひ
し
に
、
甕
谷
は
、
是
れ
移
駐
な
り
と
答
へ
て
改
め
ざ
り
し
と
い
ふ
。

　
　
明
治
二
十
八
年
二
月
十
八
日
、
七
十
六
歳
に
て
築
地
僑
居
に
節
す
。
越
て
三
日
青
山
墓
域
に
葬
り
、
私
吊
し
て
文
靖
先
生
と
い

　
　
ふ
（
1
1
）
。
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「
文
靖
先
生
年
譜
」
と
し
て
「
甕
谷
遺
稿
」
の
冒
頭
に
附
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
漢
文
で
あ
る
。

右
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
「
秋
潮
干
日
出
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
年
の
入
門
と
は
い
っ
て
い
な
い
。

大
塚
富
吉
『
帆
足
万
里
先
生
門
下
小
伝
』
昭
和
四
十
六
年
、
日
出
町
教
育
委
員
会

関
口
隆
正
「
文
靖
先
生
行
状
」
　
（
「
甕
谷
遺
稿
附
録
」
）
に
よ
る
。

原
文
は
こ
れ
に
一
二
点
が
つ
い
て
い
る
。
な
お
「
漢
訳
常
山
紀
談
」
は
、
息
参
太
郎
の
緒
言
に
よ
れ
ば
、
第
一
巻
～
第
三
巻
ま
で
は
定
稿
本
と



　
し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
七
巻
が
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
を
中
江
兆
民
か
ら
預
っ
て
徳
富
蘇
峰
が
所
持
し
て
い
た
。
そ
こ
で
未

定
稿
で
も
あ
っ
た
の
で
、
父
の
友
人
竹
添
井
井
に
依
頼
し
て
疑
義
を
正
し
訓
点
を
施
し
て
出
版
し
た
、
と
い
う
。
大
正
五
年
の
記
で
あ
る
。

　
な
お
「
常
山
紀
談
」
の
原
文
は
左
の
通
り
。

　
太
田
左
衛
門
大
夫
持
資
は
上
杉
宣
政
の
長
臣
な
り
、
鷹
狩
に
出
て
雨
に
遭
い
あ
る
小
屋
に
入
て
蓑
を
か
ら
ん
と
い
ふ
に
わ
か
き
女
の
何
と
も
い
は

　
ず
し
て
山
吹
の
花
一
枝
折
て
出
し
た
れ
ば
花
を
曇
る
に
あ
ら
ず
と
て
怒
り
て
青
り
し
に
是
を
聞
き
し
人
の
そ
れ
は
「
七
重
八
重
花
は
さ
け
ど
も
や

　
ま
ぶ
き
の
み
の
ひ
と
つ
だ
に
な
き
ぞ
か
な
し
き
」
と
い
ふ
古
歌
の
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
持
資
お
ど
ろ
き
そ
れ
よ
り
歌
に
志
を
よ
せ
け
り
。

㈲
　
『
九
家
集
注
杜
詩
』
巻
二
十
五
の
「
將
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
離
婁
嚴
鄭
公
五
首
」
の
う
ち
の
其
二
に
「
竹
寒
沙
碧
盛
花
漢
」
と
あ
る
の
を
出

　
典
と
す
る
。

①
　
山
路
愛
山
選
集
第
三
巻
所
収
、
昭
和
三
年
　
万
里
閣
書
房

⑧
上
掲
書
四
三
一
頁

⑨
　
上
掲
書
四
六
四
頁

⑩
　
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
三
五
〇
頁
　
風
間
書
房

o
o
@
『
高
田
村
志
』
一
七
四
頁
。
大
正
九
年
刊

（
本
稿
は
昭
和
六
十
一
。
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

一5
7

一


